
要望１ 汚泥資源肥料利用推進事業の予算確保及び支援
2024

(一社)日本下水汚泥資源化協会

調査内容（例）

肥料利用には、需要に合わせた商品開発と原料汚泥の安定供給が不可欠

汚泥資源肥料利用推進事業により継続的な支援が必須

需要に沿う肥料開発の為、利用者のニーズ調査が必要

持続可能な肥料化事業に向けた支援

品質の高い製品の製造のためには

安定した下水汚泥の確保が必須

品質管理を重点においた契約方式などの支援が必要

肥料の使い勝手・農作物の生育状況

堆肥化、炭化汚泥、乾燥汚泥、焼却灰、混合堆肥

処理方法の選定

使用し易い肥料の含水率 など

施設面積（発酵槽数、容量）の設定

施用し易い粒度分布、成型方法（ペレット・粉状）

施設に導入すべき設備の選定

基本計画などに関与

施設計画などに関与

下水汚泥の緑農地利用は

利用者へのメリットが大きい

・低価格で提供が可能

・農作物のブランド力向上
利用者のニーズに

応えられず事業の継続

が困難になった例も

一方で・・・

調査項目（農業利用者に利用いただく等）

引用：国土交通省



要望２ 菌体りん酸肥料の登録及び変更要件の緩和

肥料化に取り組む処理場の
約９割が民間委託

下水汚泥資源の肥料利用の取組状況

引用：国土交通省

肥料化施設毎の肥料成分・重金属含有量比較

2024
(一社)日本下水汚泥資源化協会

民間企業による肥料化処理の流れ(例)

小規模な事業所では除害処理の
のち、濃縮汚泥で産廃排出

事業所 事業所 事業所

下水処理場 事業所 民間水処理施設

工業排水汚泥
(食品工業)

工業排水汚泥
(その他工業)

下水汚泥

肥料化

原料の変動を考慮に入れ
年４回の定常分析を規定

原料元の変更のたび
非定常分析・変更申請が必要

現実的に菌体りん酸肥料として登録することが困難

一方

いずれも

リン酸1％以上、

重金属含有量は

公定規格以下

多種類の産業廃棄物、

混合状態で受入れ処理等

原料状況が頻繁に変動

原料収集先リストは、一括収集した事業者名と一括収集した原料の分析のみに緩和

非定常分析、変更申請は原料種別の変更の場合のみ必要としていただきたい

当協会調べ

※肥料登録に
係る主な項目

・水処理フロー

・脱水工程説明

肥料（菌体りん酸肥料）

・肥料成分
・重金属含有量
・食害試験

・水処理フロー

・脱水工程説明

・溶出試験

・肥料化工程



要望３ 下水汚泥資源の肥料利用に関する研究の促進
2024

(一社)日本下水汚泥資源化協会

引用：(公社)全国上下水道コンサルタント協会

肥料化が農作物や土壌そのものに与える影響については、定性的に明らかになっている

土壌や作物への影響、カーボンニュートラル等、

下水汚泥肥料に関する調査・研究の促進が必要

引用：農林水産省

「下水汚泥肥料」「堆肥化」に対する研究は、重要な政策課題

肥料利用を促進するうえで、堆肥化などのメリットを定量的に評価・公表することが重要
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